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１．はじめに 

本研究委員会は，深層学習をフルードパワーシステムに適用する場合の効果の検証およびその技術的課題

を明らかにすることを目的として 2019 年に設置され，2 年間の委員会活動を行ってきた．本年度は 1 年間の

活動延長申請を行い，これまでの活動を継続して年 6 回程度の研究委員会の開催を予定している． 

２．委員会の活動状況 

研究委員会はこれまでに 2 回開催され，ワークショップ形式によるディスカッションや深層学習に関する

講演・適用事例紹介が行われた．2020 年度はコロナ禍の影響により，ワークショップ形式を予定していた委

員会の延期や講演予定者の日程調整が困難となり開催を見送ることとした．研究委員会は上記のように 1 年

の活動延長申請を行っており，本年度は深層学習をフルードパワーシステムへ適用した事例の情報共有を目

的とした報告会や，実際に開発環境を構築して各委員が行う実習を計画している．具体的には以下の活動を

予定している． 
 
第 1 回：深層学習を利用する開発環境の紹介 講師：清水自由理様（㈱日立製作所）※開催済 
第 2 回：調査論文報告会および環境構築に関するデモンストレーション 
第 3 回：調査論文報告会および深層学習に関する外部講演 講師：未定 
第 4 回：調査論文報告会および実習内容の検討 
第 5 回：各委員による実習実施結果の報告（外部講師による講評予定） 
第 6 回：各委員による実習実施結果の報告（外部講師による講評予定） 

３．おわりに 

コロナ禍の影響により，2020 年度に予定していた研究委員会が中止となったが，今年度はすべての活動を

オンライン形式に切り替えて積極的に開催する予定となっている．深層学習に興味がある，もしくは深層学

習のフルードパワーシステムへの活用を検討している皆様のご参加を心よりお待ちしている． 
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